
新荘学区の常住人口	 世帯数 3,126
男 3,067　女 3,357　　合計 6,424

年齢別人口	 0	 〜 14 才	 654	（ 9.9％）	 15	〜 64 才	 3,992	（60.1％）
	 65	才以上	 1,995	（30.0％）

＝新荘ふれあいまつり＝
懐かしいあの頃の歌に涙しました

三
月
三
日
・
四
日
新

荘
市
民
セ
ン
タ
ー
最
大

の
行
事
「
新
荘
ふ
れ
あ

い
ま
つ
り
」
が
開
催
さ

れ
、
延
一
、〇
五
〇
人
の

地
域
の
皆
様
が
参
加
し

交
流
を
深
め
ま
し
た
。

初
日
は
、
利
用
団

体
の
発
表
、
体
験
で

「
コ
ー
ラ
ス
」「
童
謡
」

「
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
」

「
太
極
拳
」「
石
州
茶
道
」

「
裏
千
家
茶
道
」。

二
日
目
は
、「
歌
謡
ク

ラ
ブ
」
発
表
会
、「
指
圧

体
験
教
室
」、
そ
し
て
、

震
災
で
壊
れ
た
食
器
を

求
め
て
バ
ザ
ー
は
大
盛

況
で
し
た
。

最
後
を
し
め
く
く
る

「
ふ
れ
あ
い
交
流
会
」

に
は
、「
茨
高
吹
奏
楽
部

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
」
の
演

奏
、「
琵
琶
」
の
演
奏
、

「
懐
か
し
の
歌
」
を
会

場
全
員
で
。

昨
年
に
引
き
続
き

「
二
松
亭
ち
ゃ
ん
平
」
さ

ん
の
落
語
で
思
い
っ
切

り
笑
わ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

最
後
に
、「
ビ
ン
ゴ
大

会
」
で
楽
し
い
一
時
を

過
し
ま
し
た
。

第
十
六
回
市
民
の
集
い

交
通
安
全
市
民
大
会
開
催

二
月
二
六
日
（
日
）
県
民
文
化
セ
ン

タ
ー
小
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
た
市
民
の

集
い
で
次
の
方
々
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

◎ 

市
民
清
掃
功
労
団
体
ほ
う
賞

　

二
十
三
夜
尊
延
命
地
蔵
ぴ
ん
こ
ろ
会

◎ 

永
年
勤
続
自
治
会
長
ほ
う
賞

・
四
十
年
勤
続

　

大
森　
　

勇
（
馬
口
労
町
二
丁
目
）

・
十
五
年
勤
続

　

渡
邉　
　

肇
（
向
井
町
三
区
）

・
十
年
勤
続

　

富
田　
　

實
（
馬
口
労
町
五
丁
目
）

　

塙　
　
　

靖
（
東
新
）

　

伊
藤　

和
雄
（
新
荘
二
丁
目
十
二
）
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新
荘
市
民
セ
ン
タ
ー
に

防
災
倉
庫
設
置

防
災
倉
庫
設
置

新
荘
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り

―　茨高・茨中吹奏楽部　―
＜CM曲、楽しかったです＞

―　城戸旭濤琵琶演奏　―
＜眼を閉じて、しんみりと…＞

―　二松亭ちゃん平さんの落語　―
＜社会人落語で日本一＞

―　太　極　拳　― ―　ビンゴゲームで豪華景品ゲット　―

―　童　　　謡　― ―　いつも盛況のバザー　―

新
荘
地
区 

敬
老
会

残
暑
の
つ
づ
く
九
月
十
九
日

新
荘
地
区
敬
老
会
が
、
新
荘
小

学
校
ア
リ
ー
ナ
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

当
日
は
、
こ
こ
ち
良
い
風
の

あ
る
涼
し
い
日
と
な
り
ま
し
た
。

七
五
歳
以
上
の
一
、一
二
二
名

に
招
待
状
を
送
付
し
、
当
日
約

二
〇
〇
名
の
方
が
出
席
さ
れ
ま

し
た
。

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
、

合
奏
、
合
唱
、
フ
ラ
、
童
謡
を
楽

し
み
ま
し
た
。

○
百
寿
を
迎
え
た
方
○

　

山
中
ち
よ
の
さ
ん
（
末
広
町
）

昨
年
の
大
震
災
を
教
訓
に
、
市

は
、
各
市
民
セ
ン
タ
ー
に
防
災
倉

庫
を
設
置
す
る
こ
と
に
な
り
、
新

荘
市
民
セ
ン
タ
ー
に
十
二
月
五
日

整
備
さ
れ
ま
し
た
。

〈
備
蓄
品
の
内
容
〉

ク
ラ
ッ
カ
ー
、
水
、
毛
布
、
ア
ル

ミ
シ
ー
ト
、
簡
易
ト
イ
レ
、
ト
イ

レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
、
ラ
ン
タ
ン
、

ラ
ジ
オ
、
紙
コ
ッ
プ

ホ
ー
ル
満
席
の
盛
況
で
「
ふ
れ
あ
い
交
流
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

茨
城
キ
リ
ス
ト
の
先
生
で
あ
る
「
二
松
亭
ち
ゃ
ん
平
」
さ
ん
の
落
語

「
ロ
ー
バ
の
休
日
」
は
、
身
に
つ
ま
さ
れ
、
会
場
は
笑
い
で
一
杯
。

声
楽
家
「
飛
田
淳
子
」
さ
ん
と
、
会
場
全
員
で
歌
っ
た
「
見
上
げ
て

ご
ら
ん
夜
の
星
を
」
は
、
震
災
後
の
一
年
を
振
り
返
っ
て
か
、
涙
ぐ

む
人
も
お
り
ま
し
た
。

ま
た
、
バ
ザ
ー
の
売
上
金
十
八
万
円
強
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
新
荘

支
部
に
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。
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テ
ー
マ
は
「
新
荘
地
区
の
振
興

策
と
環
境
整
備
に
つ
い
て
」
と
題

し
て
、
次
の
三
つ
の
テ
ー
マ
に
分

け
て
討
論
い
た
し
ま
し
た
。

一
、
道
路
の
整
備
・
改
善
に
つ
い

て
二
、
高
齢
者
サ
ポ
ー
ト
対
策
に
つ

い
て

三
、
新
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー（
末

広
町
）
の
夜
間
利
用
に
つ
い
て

一―

一
「
都
市
計
画
道
路

３
・
４
・
５
号
線
の
早
期
完
成

に
つ
い
て
」
は
、「
現
在
一
中
正

門
ま
で
の
間
の
用
地
取
得
に

つ
い
て
進
行
中
、
取
得
率
は

四
三
％
、
今
後
順
次
進
め
て
い

く
」

一―

二
「
歩
道
の
改
善
に
つ
い

て
」（
水
商
前
か
ら
新
荘
小
ま

で
）
は
「
で
こ
ぼ
こ
や
水
溜
り

な
ど
、
現
況
を
は
握
し
、
何
ら

か
の
方
策
を
考
え
た
い
」

一―

三
「
一
方
通
行
の
見
直
し
」

（
末
広
郵
便
局
か
ら
、
新
荘
小
、

栄
町
間
）
は
、「
昭
和
五
十
年
に

地
元
の
要
望
に
よ
り
設
定
さ
れ

た
。
こ
れ
を
解
除
す
る
に
は
、

広
く
関
連
し
て
い
る
規
制
を
見

直
す
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

現
時
点
で
は
困
難
で
あ
る
」

二―

一
「
買
い
物
が
困
難
な
方
の

対
策
」（
近
く
に
ス
ー
パ
ー
が
無

い
）
は
、「
現
在
週
一
回
水
曜
日

夕
方
、
末
広
交
差
点
に
移
動
販

売
車
が
来
て
い
る
の
で
利
用
さ

れ
た
い
」

「
多
く
の
方
に
知
っ
て
い
た
だ

き
利
用
を
促
進
す
る
た
め
、
PR

に
努
め
た
い
」

二―

二
「
体
の
不
自
由
な
高
齢
者

等
の
家
庭
ご
み
の
戸
別
訪
問
収

集
に
つ
い
て
」
は
、「
検
討
は
さ

せ
て
い
た
だ
く
が
、
当
面
地
域

力
で
解
決
で
き
る
よ
う
ご
協
力

い
た
だ
き
た
い
」

三―

一
「
新
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
末
広
）
の
夜
間
利
用
に
つ
い

て
」
は
、「
本
来
の
事
業
を
妨
げ

な
い
範
囲
で
使
用
可
能
で
す
。

一
週
間
前
ま
で
に
申
込
下
さ

い
。
使
用
料
は
、
目
的
に
よ
り

免
除
さ
れ
ま
す
。
午
後
九
時
ま

で
使
用
可
」

そ　

の　

他

一
、「
防
災
避
難
場
所
の
増
設
に
つ

い
て
」
は
、「
市
内
に
七
十
一
ヶ

所
あ
る
が
、
増
設
の
要
望
が
多

い
た
め
、
市
で
は
検
討
中
、
例

え
ば
、
お
寺
や
高
校
な
ど
が
考

え
ら
れ
る
」

二
、「
高
齢
者
の
交
通
手
段
の
確
保

に
つ
い
て
」（
例
え
ば
百
円
で
乗

降
り
自
由
）
は
、「
老
人
が
動
く

こ
と
は
活
成
化
に
つ
な
が
る
。

バ
ス
事
業
は
、
事
業
者
が
自
由

に
変
更
で
き
る
な
ど
む
ず
か
し

い
。
公
共
交
通
活
成
化
協
議
会

で
検
討
し
て
い
き
ま
す
」

高
橋
靖
市
長
に
な
っ
て
始
め
て
の
市
民
懇
談
会
が
、
水
戸
市
の
ト
ッ
プ

を
切
っ
て
新
荘
地
区
で
開
催
さ
れ
、
地
元
よ
り
町
内
会
長
な
ど
四
六
名

が
参
加
し
ま
し
た
。

新
荘
地
区
市
民
懇
談
会

歩く会

旧
山
方
町
光
圀
ゆ
か
り
の

陰
陽
山
を
歩
く

十
一
月
十
三
日
二
台
の
バ
ス

は
、
七
十
一
人
の
参
加
者
を
乗

せ
、
一
路
陰
陽
山
の
ふ
も
と
へ
。

天
候
は
無
風
快
晴
、
二
一
六

メ
ー
ト
ル
の
山
頂
を
め
ざ
し
長
い

階
段
を
登
り
ま
し
た
。

「
最
高
の
な
が
め
」
を
期
待
し

て
お
り
ま
し
た
が
、
あ
ま
り
の
好

天
に
よ
り
ガ
ス
が
か
か
り
、
ガ
ッ

カ
リ
で
し
た
。

下
山
し
て
、
パ
ー
ク
ア
ル
カ

デ
ィ
ア
で
休
憩
、
御
城
展
望
台

を
経
由
し
て
舟
納
豆
売
店
が

ゴ
ー
ル
、
約
八
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

歩
い
た
こ
こ
ち
良
い
つ
か
れ

を
乗
せ
て
水
戸
へ
。

新
荘
市
民
セ
ン
タ
ー
で
は
、

飯
田
チ
ー
フ
の
も
と
、
美
味
し

い
芋
煮
昼
食
が
用
意
さ
れ
て

お
り
ま
し
た
。

昼
食
後
、
新
荘
小
体
育
館
で

開
催
さ
れ
た
「
茨
城
交
響
楽
団

第
一
〇
三
回
定
期
演
奏
会
」
を

楽
し
み
ま
し
た
。

有
意
義
な
一
日
を
過
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

平
成
二
十
三
年
十
月
二
十
二
日（
土
）新
荘
市
民
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル
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三
月
十
一
日
の
大
震
災
か
ら

一
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。
今
だ
に
余

震
を
含
め
地
震
が
続
い
て
お
り
ま

す
。
ま
だ
ま
だ
予
断
を
許
せ
な
い

状
況
で
す
。

最
も
大
切
な
こ
と
は
、
命
を
守

る
こ
と
で
す
。
家
の
中
を
再
点
検

し
て
み
て
下
さ
い
。

編

集

部

委

員

川
又　

一
郎
・
飛
田
美
江
子

鈴
木　

照
子
・
中
野　

昌
子

音
楽
療
法
士
（
馬
立
明
美
氏
）

と
歌
や
楽
器
で
楽
し
く
あ
そ
び
、

親
子
の
絆
を
さ
ら
に
深
め
て
い

た
だ
く
た
め
の
「
子
育
て
講
座
」

を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

参
加
対
象
は
一
～
二
才
の
お

子
さ
ん
と
保
護
者
で
音
楽
療
法

士
と
楽
器
あ
そ
び
を
し
た
り
歌

を
歌
っ
た
り
、
広
い
ホ
ー
ル
で

元
気
に
体
を
動
か
し
ま
す
。

遊
び
を
通
じ
て
協
調
性
、
社

会
性
、
集
中
力
な
ど
が
身
に
付

き
ま
す
。

ピ
ア
ノ
、
声
楽
講
師
、
看
護

士
、
体
育
講
師
、
新
荘
地
区
保
健

推
進
員
な
ど
、
ス
タ
ッ
フ
が
サ

ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

四
月
二
日
よ
り
定
期
講
座
の
教

室
と
し
て
募
集
し
ま
す
。

〈
参
加
し
た
保
護
者
の
声
〉

○
子
ど
も
が
と
て
も
楽
し
ん
で
い

た
。
私
も
歌
っ
て
ス
ト
レ
ス
発

散
に
な
っ
た
。

○
音
や
楽
器
に
触
れ
合
う
機
会
の

大
切
さ
を
認
識
し
た
。

○
同
年
齢
の
マ
マ
と
知
り
合
え
て

よ
か
っ
た
。

○
合
奏
ま
で
出
来
て
親
子
で
感
激

し
た
。

〈
お
問
い
合
わ
せ
〉

　

新
荘
市
民
セ
ン
タ
ー

（
電
）
二
二
一―

七
八
五
一

へ
お
た
ず
ね
下
さ
い
。

親
し
ま
れ
て
き
た
「
八
幡
荘
」

が
、
旧
公
民
館
跡
に
改
築
さ
れ

十
二
月
一
日
開
館
さ
れ
ま
し
た
。

高
齢
者
を
対
象
と
し
た
講
座
な

ど
、
多
世
代
交
流
や
、
地
域
交
流

を
目
的
と
し
た
施
設
で
す
。

○
所
在
地

・
末
広
町
二―

三―

一
三

（
電
）
二
三
二―

〇
〇
二
一

○
利
用
時
間

・
個
人
～
AM
９
時
～
ＰＭ
５
時

・
団
体
～
AM
９
時
～
ＰＭ
９
時

（
日
曜
は
ＰＭ
５
時
ま
で
）

○
休
所
日

・
水
曜
日
、
祝
日
、
年
末
年
始

○
設　
　

備

・
一
階　

交
流
ひ
ろ
ば
、
健
康

相
談
室
、
事
務
室

・
二
階　

浴
室
、
和
室
、
談
話

コ
ー
ナ
ー

・
三
階　

多
目
的
ホ
ー
ル
、

実
習
室
、
研
修
室
、
談
話

コ
ー
ナ
ー

一
昔
前
は
、
保
和
苑
の
谷
地

で
も
多
く
さ
ん
の
ホ
タ
ル
を
見

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
わ
ず

か
な
流
れ
の
中
に
、
カ
ワ
ニ
ナ

（
貝
）
の
生
息
が
確
認
で
き
ま

保
和
苑
モ
ミ
ジ
谷
に
ホ
タ
ル
を
飛
ば
そ
う

し
ん
そ
う
世
界
だ
い
す
き
ク
ラ
ブ 

す
。
エ
コ
ク
ラ
ブ
の
子
供
達
は

大
自
然
の
中
で
作
業
す
る
の
が

だ
い
す
き
で
す
。
周
辺
の
湧
水

や
、
水
路
整
備
な
ど
、
ど
ろ
ん
こ

に
な
り
な
が
ら
感
動
と
発
見
を

体
験
し
、
生
き
生
き
と
自
然
を

楽
し
ん
で
お
り
ま
し
た
。

作
業
中
は
、
中
村
恵
美
子
こ

ど
も
エ
コ
ク
ラ
ブ
サ
ポ
ー
タ
ー

の
大
家
族
を
見
て
い
る
よ
う
な

子
供
と
の
や
り
と
り
に
、
ほ
ほ

え
ま
し
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

六
月
下
旬
に
ホ
タ
ル
が
見
ら

れ
る
と
よ
い
で
す
ね
。

（
レ
ポ
ー
ト
・
川
又
）

耐震金具を
利用する

大地震に備えを

● 転倒防止金具
壁・柱・かもいと家
具を固定するタイ
プと、床などに固定
するタイプとがあ
る。家具や室内の状
況によって選ぼう。
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12
月
１
日
末
広
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

「
あ
じ
さ
い
」オ
ー
プ
ン

馬立先生は童謡教室の講師も務めています


